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＜策定趣旨＞

愛知県では、時代のニーズに応じた社会資本の果たすべき役割を見定め、2005 年に「建
設部門の社会資本整備方針」、2010 年に「これからの社会資本整備の考え方（建設部方針）」、
2015 年に「愛知県建設部方針 2020」を策定し、社会経済活動や安全で安心な県民生活など
を支える取組を進めてきた。

2022 年秋の開業を目指すジブリパークや、2026 年のアジア競技大会の開催、2027 年度の
リニア中央新幹線（以下「リニア」という。）東京・名古屋間開業といった愛知のさらなる
飛躍につながるプロジェクトが進んでおり、社会資本が果たす役割は一層重要になっている。
一方で、少子高齢化、発生が懸念される南海トラフ地震、気候変動の影響により頻発・激甚
化する自然災害、進行するインフラ老朽化など、社会資本を取り巻く環境は一段と厳しさを
増している。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、人々の生活や経済活動が
危機に直面している。
このような状況の中、現行の「愛知県建設部方針 2020」が計画期間の終了を迎えるため、

本県の行財政改革についての中期的な目標や考え方を示す「あいち行革プラン 2020」（2019
年策定）や 2040 年頃の社会を展望し、2030 年までに取り組むべき政策の方向性を示す「あ
いちビジョン 2030」（2020 年 11 月策定）を踏まえ、2025 年度までに建設部門が進めていく
べき取組方針を示す「あいち社会資本整備方針 2025」を策定する。

＜理念＞

日本一元気な愛知として日本経済の力強い回復や日本の成長を牽引し、県民の生命、財産
を守り安全で安心な生活を支えるとともに、魅力にあふれ快適に暮らすことができる持続可
能な社会を実現する。

＜計画期間＞

2021 年度～2025 年度（5 年間）

＜3 つのテーマ＞

理念のもと、3 つのテーマに沿って取組を進める。

日本の成長を牽引する愛知の国際競争力を強化し、地域の活力を創出する「あいちを高め
る」取組を計画的に進めていく。

地震・津波、風水害などから県民の生命・財産を守り、安全で安心な生活を支える「あい
ちを守る」取組を計画的に進めていく。

地域が魅力にあふれ、県民が快適に暮らすことができる持続可能な社会を実現する「あい
ちが輝く」取組を計画的に進めていく。

はじめに

１ あいちを高める

２ あいちを守る

３ あいちが輝く

～未来を拓き、暮らしに寄り添う社会資本づくり～
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